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平成３０年度神奈川県公立高校入試問題解説

問１．

(ｱ) (－ 8)＋(－ 4) ＝ － 8－ 4＝－ 12

(ｲ) － ＋ ＝ － ＋ ＝

(ｳ) 65a2b ÷ 5a ＝ 13ab

(ｴ) － ＝ － ＝ － ＝

(ｵ) (x＋ 9)2－(x－ 3)(x－ 7) ＝ x2＋ 18x＋ 81－(x2－ 10x＋ 21)
＝ x2＋ 18x＋ 81－ x2＋ 10x－ 21
＝ 28x＋ 60

問２．

(ｱ) (x＋ 4)2－ 2(x＋ 4)－ 24 ＝ (x＋ 4＋ 4)(x＋ 4－ 6)
＝ (x＋ 8)(x－ 2)

(ｲ) 6x
2－ 2x－ 1＝ 0 x＝

＝

＝

(ｳ) 変化の割合の公式で求めると (2＋ 5)× a＝－ 4
7a＝－ 4

a＝

あるいは x 2 5 xの増加量は 5－ 2＝ 3
y 4a 25a yの増加量は 25a－ 4a＝ 21a

変化の割合は ＝ 7a 以下同じ

(ｴ) 9a＋ 100＜ 1000

(ｵ) が 整数になるには，nが正の整数なので

が ， ， ， ， ， ， になる場合である。

ルート内の数字が奇数でないと，nが整数とならないので，奇数は４個
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(ｶ)

階級（m） 階級値 度数 階級値×度数

１０～１４ １２ １ １２ ４２０÷２０＝21.0

１４～１８ １６ ３ ４８

１８～２２ ２０ ８ １６０

２２～２６ ２４ ６ １４４

２６～３０ ２８ ２ ５６

合計 ２０ ４２０

問３．

(ｱ) 解き方１

直角三角形 ICDで三平方の定理より，DI＝ ＝ ＝

△ ICD∽△ IHFなので，6： ＝ IH：5
IH＝ 30

IH＝

IH＝

IH＝

したがって，DH＝ － ＝

△ ICD∽△ DHGなので，6：2＝ ：GH

3GH＝

GH＝
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(ｱ) 解き方２

△ EBF≡△ FCD (直角三角形)
三平方の定理より EF＝ FD＝
△ DEFは直角二等辺三角形なので 1：1： より ED＝

△ DFH≡△ EFH より DH＝ EH＝

△ AED∽△ HGD より 3：1＝ ：GH

3GH＝

GH＝

(ｲ) t＝ ＋

問４．

(ｱ) 点 Aは y＝ x＋ 6 上にあり，点 Aの x座標は－ 3なので，点 Aの座標は(－ 3，3)となる。
点 Aは y＝ ax2 上にもあるので，A(－ 3，3)を代入すると，3＝ 9aとなる

したがって，a＝

(ｲ) 点 Dの座標は，CO：OD＝ 6：7より (0，－ 7)

点 Eの座標は，A(－ 3，3)，D(0，－ 7)の中点なので，( ， )

したがって，E( ，－ 2) また，点 Fの座標は，(6，0)

直線 EFの傾きmは，xの増加量が 6－( )＝

yの増加量が 0－(－ 2)＝ 2 なので 2÷ ＝
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直線 EFの切片は，y＝ x＋ n に (6，0)を代入して

0＝ ＋ n

n＝－

あるいは，相似を使って ：2＝ 6：a

＝ 12

a＝

したがって，n＝－

(ｳ)

A(－ 3，3)，F(6，0)より，y軸の左右が 1：2なので，H(0，2)

B (6，12)，F (6，0)，D(0，－ 7)より BF：DH＝ 12：9＝ 4：3
＝ FG：GH＝ BG：DG

A(－ 3，3)，H(0，2)，F(6，0)より

AH：HF＝ 3：6＝ 1：2

平行線と線分の比 より

座標の比が，

そのまま斜めの線分の比になる

AH：HG：GF＝ 3.5：3：4＝ 7：6：8

また，

BG：DG＝ 4：3より △ DGF＝ 6

したがって，

△ AGB：△ DGF＝(7＋ 6)：6＝ 13：6
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問５． b

１ ２ ３ ４ ５ ６

a １ 約数 2C 約数 3D 約数 4X 約数 5C 約数 6D 約数 7X
２ 3A 約数 4X 5B 約数 6D 7X 約数 8C
３ 4X 5B 約数 6D 7X 8B 約数 9D
４ 5B 6A 7X 約数 8C 9A 10X
５ 6D 7X 8B 9A 約数 10X 11B
６ 7X 8B 9A 10X 11B 約数 12D

(ｱ) aが bの約数の時は，右の円 O′を動く。
aが bの約数でない時は，左の円 Oを動く。
区別しながら，分けて考えると間違えにくい。

＝

(ｲ) 約数でないときのみ，点 Bに到達することができる。

＝

問６．

(ｱ) 直角三角形 CAOにおいて
三平方の定理より

CO＝ ＝ ＝

4× 4×π × × ＝ cm3

底面積 高さ

(ｲ) 展開図を書いてから計算すると間違えにくい。

側面積を公式で求めると

6× 8π× ＝ 24π cm2 8π

底面積は

4× 4×π＝ 16π cm2

表面積は

24π＋ 16π＝ 40π cm2
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(ｳ) △ OAFで三平方の定理 1：2： より

AF＝ ＝ FD
したがって，AD＝

△ CFDで三平方の定理より
CF2＝ 62－( )2

CF2＝ 36－ 12
CF2＝ 24

CF＞ 0より
CF＝

△ CFDで中点連結定理より
EG＝ ，FG＝

△ AEDで三平方の定理より
AE2＝( )2＋( )2

AE2＝ 6＋ 27
AE＞ 0より AE＝

問７．

(ｱ)

(ⅰ) に対する円周角は等しい

(ⅱ) 4点 A，F，E，Dは 1つの円周上にある

(ｲ) 弧 ABに対する円周角は等しいので
∠ ADB＝∠ ACB＝ 30°＋ a°

△ ABCの内角の和より
a＋ 96＋ 30＋ a＝ 180

2a＝ 54
a＝ 27

∠ BFE＝ 27°＋ 30°＝ 57°
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